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　雲仙復興事務所では１０月２２日（金）に、長崎河川国道
事務所、陸上自衛隊大村駐屯地、長崎県島原振興局、島

原市、南島原市、雲仙市の参加による大規模土砂災
害を想定した、ロールプレイング方式の合同防
災訓練を行いました。
　総勢４２名が参加した訓練は、島原半島でマグニチュード
７.７・震度６強を観測する直下型地震が発生し、平成新山
の山腹斜面の大規模な崩壊に伴う天然ダムの形成、国道
５７号線及び２５１号線などの主要道路の寸断を想定して
実施されました。

　訓練は、災害の状況などを付与するコントロー
ラー、発生した災害に対応するプレーヤーに別
れ、本番さながらの緊張した雰囲気の中で行われました。
 今後は、今回の訓練を通じて明らかになった、主に各機
関相互の連絡体制などの課題について、参加機関で構成
される「雲仙岳大規模土砂災害に関する協議会」で協議を
行い、大規模土砂災害に備え、各機関が連携した地域防
災体制の確立を目指します。
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